
 

 

 

 

 
 

2026 年卒の採用戦線がいよいよ本格的にスタートする。学生に優位な売り手市場の状態が続いてい

るが、今期の採用活動はどのように展開されるだろうか。企業の採用方針や施策について最新の状況

を知るため、「キャリタス就活」掲載企業など全国の有力企業を対象に調査を実施し、分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

《 調査概要 》 

調 査 対 象 ： 全国の主要企業 16,611 社 
調 査 時 期 ： 2025 年 1 月 27 日 ～ 2 月 6 日 
調 査 方 法 ： インターネット調査法 
回 答 社 数 ： 1,087 社 

 

 

 

 

 
 

調 査 機 関 ： 株式会社キャリタス／キャリタスリサーチ 

新卒採用に関する企業調査(2025 年 2 月調査) 

2026 年卒・新卒採用に関する企業調査－採用方針調査 

１．2026 年 3 月卒業予定者の採用見込み 

  「増加」26.5％に対し「減少」7.5％。4年連続で「増加」が「減少」を大きく上回る 

２．自社の採用活動の見通し（難易度） 

  「非常に厳しくなる」が前年より増え過半数に（52.4％）。8割強が「厳しくなる」と予想 

３．2026 年卒採用の一番のテーマ 

  「母集団拡大」がさらに増加し集中度が高まった（35.6％）。次点は「プレ期対応」 

４．採用活動のスタンス 

  「質より量」が年々増加。4年前に比べ 20 ポイント以上増えた（14.4％→34.7％） 

５．選考で重視する点 

  「志望度」「企業理解度」の重視度合いが低下。「価値観」「経験」は変化なし 

６．採用活動の方向性 

   早期から積極的に学生と接点を持つ方針が顕著。幅広い層への拡大路線も鮮明 

７．採用活動の開始予定時期 

   面接・内定出しともに前年より早まる見通し。全体の約 4割がプレ期に内定出し開始 

８．インターンシップ等のプログラム（※）実施状況 

   2024 年度の実施企業は全体の 79.5％。オープン・カンパニーが依然主流 

  「応募者が少ない」の他に「協力社員の確保」なども課題に 

９．来年度のインターンシップ等実施予定 

   各類型とも前年度実績を上回る見込み。インターンシップは夏季に集中 

10．2025 年 3 月卒業予定者の選考終了状況 

   選考終了企業は 68.4％。前年（77.0％）より大きく減少。充足率の平均は 7割（70.3％） 

11．就活セクハラ防止のための取り組み 

   多い施策は「私的な連絡先の交換を禁じる」「夜間の面会禁止」の順 
 

※「インターンシップ」に限定せず、1日以内のプログラム等も含めて尋ねた 

≪従業員数≫ ≪業種≫ ≪株式≫

～299人 300～999人 1000人以上 製造 非製造 上場 非上場

516社 373社 198社 470社 617社 178社 909社

≪地域≫

北海道 東北 関東 中部 関西 中国・四国 九州・沖縄

62社 86社 414社 201社 184社 81社 59社
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１．2026 年 3 月卒業予定者の採用見込み 

2026 年 3 月卒業予定者の採用見込みを尋ねた。前年（今春入社予定者）よりも採用数を「増加」

すると回答した企業は全体の 26.5％。これに対し「減少」と答えた企業は 7.5％。4年連続で「増

加」が「減少」を大きく上回る。また、「増減なし」が 58.5％あり、「増加」企業と合わせて 8割

以上が今春以上の採用数を見込む（計 85.0％）。企業の採用意欲は依然高く、拡大傾向は維持され

る見通しだ。 

新卒市場は、コロナ禍による採用抑制を経て、学生に優位な売り手市場の状態が続いている。

採用計画未達企業がここ数年は多く出ており（11 ページ参照）、そうした逼迫感が採用意欲の高さに

繋がっていると見られる。 

従業員規模が大きくなるほど採用意欲は高く、従業員 1000 人以上の企業においては「増加」予

定の企業が 3割を超える（33.3％）。業界別では、流通・商社において「増加」の割合が高い（30.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.6
（27.5）

25.5
（29.4）

33.3
（35.3）

60.1
（57.8）

59.5
（53.9）

52.5
（50.0）

7.0
（7.2）

7.2
（9.5）

9.1
（6.4）

2.5
（2.6）

1.6
（1.5）

0.0
（0.5）

5.8
（4.8）

6.2
（5.8）

5.1
（7.8）

0% 50% 100%

～299人

300～999人

1000人以上

2026年3月卒業予定者の採用見込み（従業員規模別・業界別）

増加 増減なし 減少 採用予定なし 未定

※（ ）内は前年同期調査の数値

26.8
（30.4）

26.7
（20.4）

30.0
（29.9）

24.0
（37.5）

24.3
（25.8）

56.2
（52.5）

53.3
（65.3）

62.5
（59.7）

63.6
（54.9）

58.0
（53.6）

8.7
（9.0）

8.9
（4.1）

5.0
（7.0）

7.8
(6.3）

6.6
（8.2）

1.7
（2.6）

2.2

（2.0）

1.0
（1.0）

0.8
（0.0）

2.9
（1.9）

6.6
（5.6）

8.9
（8.2）

1.5
（2.5）

3.9
（1.4）

8.2
（10.5）

0% 50% 100%

製造

金融

流通・商社

ＩＴ

ｻｰﾋﾞｽ業

など

9.0

13.0

19.6

22.2

24.3

30.0

29.2

29.9

29.3

30.8

28.0

15.0

15.6

26.6

32.8

29.7

26.5

40.9

40.7

44.1

48.4

48.6

44.6

49.8

52.7

52.3

53.6

55.9

52.0

60.1

60.0

53.5

54.9

58.5

27.4

19.6

10.4

7.7

10.6

8.5

6.9

6.5

7.9

8.5

7.9

27.6

12.9

6.0

6.1

7.9

7.5

7.0

10.3

7.7

7.5

6.6

7.0

3.6

2.8

2.1

1.2

1.5

1.8

4.4

2.3

2.0

1.8

1.7

15.8

16.4

18.1

14.3

9.9

9.8

10.4

8.1

8.4

5.9

6.7

3.6

6.9

5.1

5.6

5.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2010年卒

2011年卒

2012年卒

2013年卒

2014年卒

2015年卒

2016年卒

2017年卒

2018年卒

2019年卒

2020年卒

2021年卒

2022年卒

2023年卒

2024年卒

2025年卒

2026年卒

採用見込みの推移（全体）

増加 増減なし 減少 採用予定なし 未定

※各年2月調査。ただし、2021年卒は7月調査。
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２．自社の採用活動の見通し（難易度） 

採用活動の見通しを尋ねると、「非常に厳しくなる」という回答が前年調査よりさらに増加し、

過半数を占めた（47.5％→52.4％）。「やや厳しくなる」（33.8％）を合わせると、「厳しい」との見

方を示す企業は 8割台後半に上る（計 86.2％）。危機感が年々強まっている様子が表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

３．2026 年卒採用の一番のテーマ 

今期の採用の一番のテーマを尋ねた。最も多くの企業が選んだのは「母集団の拡大」。3年連続

1位だが、前年調査よりさらにポイントを伸ばし、集中度が高まった（34.7％→35.6％）。売り手

市場が続く厳しい環境下において、母集団形成の重要性が増している様子が見て取れる。 

2 番目は「プレ期のアプローチ・つなぎとめ」で、こちらも前年調査より増加（16.6％→17.7％）。

母集団形成のためにも、早期戦略を強化したい企業が多いことがわかる。3番目の「辞退防止（選

考中、内定後）」（12.2％）は 2 年連続で減少。多くの企業にとって重要なテーマであることに変

わりはないが、まずは、その前段階である母集団の拡大を優先させる企業が増えているというこ

とだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.4

11.7

18.8

41.9

47.5

52.4

45.1

37.9

49.2

41.9

37.7

33.8

20.6

42.5

30.2

14.9

13.5

12.7

1.8

7.7

1.7

1.3

1.2

1.0

0.1

0.3

0.1

0.0

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年卒

2022年卒

2023年卒

2024年卒

2025年卒

2026年卒

自社の採用活動の見通し

非常に厳しくなる やや厳しくなる どちらともいえない やや楽になる 非常に楽になる

35.6

17.7

12.2

9.9

9.6

4.2

3.7

3.0

1.8

1.8

0.6

34.7

16.6

14.0

8.0

10.8

3.4

4.6

3.4

2.7

0.8

0.9

31.6

11.7

16.5

8.1

13.3

4.6

5.1

4.0

3.2

1.4

0.6

0 10 20 30 40

母集団の拡大

プレ期のアプローチ・つなぎとめ

辞退防止（選考中、内定後）

学校との関係強化

採用重点層への訴求

選考スケジュールの見直し

企業理解促進

採用業務の効率化

選考プロセスの改善

採用コストダウン

その他

2026年卒採用の一番のテーマ

2026年卒

2025年卒

2024年卒

（％）

*1つだけ選択
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４．採用活動のスタンス 

採用難を背景に、「質より量」のスタンスをとる企業が年々増加している。「人数の確保よりも

学生の質を優先」という回答が65.3％で、4年前に比べ10ポイント以上減少。その分「学生の質よ

りも、採用人数の確保を優先」が増加（34.7％）。前年調査で、比較が可能な2004年調査（06年卒）

以降初めて3割台に乗ったが、今年はさらに増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

５．選考で重視する点 

採用選考で、次の 4つの指標をどの程度重視するのかを尋ねた。「とても重視」が最も多いのは

「志望度・入社意欲」（53.6％）。内定辞退や早期離職防止のために重視する企業が多いことがう

かがえる。ただし 2年前より 6.6 ポイント減少した。「企業理解度」も「とても重視」の割合がや

や減少。厳しい採用環境を受け、基準を下げざるを得ない企業もあるのだろう。一方、「価値観・

カルチャーフィット」「学生時代の経験・実績」の重視度には大きな変化は見られない。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

選考時に重視する点

とても重視する やや重視する あまり重視しない まったく重視しない

53.6

55.9

60.3

40.8

39.2

35.4

5.4

4.5

4.2

0.1

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

前年全体

前々年全体

＜志望度・入社意欲＞

22.6

24.5

25.7

63.2

61.8

61.4

13.8

12.8

12.3

0.4

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜企業理解度＞

32.8

33.7

32.4

55.2

52.9

53.4

11.6

13.4

14.0

0.4

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

前年全体

前々年全体

＜価値観・カルチャーフィット＞

11.5

12.6

12.5

59.2

56.8

58.6

28.3

28.6

27.8

1.0

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜学生時代の経験・実績＞

77.8

85.6

80.6

70.9

67.4

65.3

22.2

14.4

19.4

29.1

32.6

34.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年卒

2022年卒

2023年卒

2024年卒

2025年卒

2026年卒

採用活動のスタンス

採用予定人数の確保よりも、学生の質を優先 学生の質よりも、採用予定人数の確保を優先
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６．採用活動の方向性 

採用活動の方向性について、前年との変化を尋ねた。前年より「プレ期の活動を増やす」企業

は約 7割（69.6％）。「採用広報を強化する」（62.8％）とともに 6割を超える。「WEB 上の露出を増

やす」（54.3％）も半数を超えている。積極的に学生との接点を増やそうという企業の姿勢がうか

がえる。 

また、「採用対象校」「採用活動地域」も「拡大する」が「縮小する」を大きく上回る。先の採用

のテーマとして圧倒的多数が選んだ「母集団の拡大」を実現するためにも、幅広い層にアプロー

チする企業が多いことが読み取れる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Voice1】――採用活動のテーマ 

○25 卒では応募数の少なさにより選考が十分に機能せず、応募者の質の低さにも苦しむ結果となったため、まず

は応募者数を増加させることが最重要と判断した。                  ＜専門商社／中堅＞ 

○年々、母集団形成が難しくなっていますが、学生と接触する機会を増やして「出会う」チャンスを地道に続け

ることが、大事と考えています。                          ＜ホテル・旅行／中小＞ 

○母集団形成がテーマだが、学校関係強化、採用重点層への訴求も要素として必要だと考えている。＜保険／中小＞ 

○夏のインターンシップ参加者が、いかに選考を受けてくれるのかという点が大切だと考える。 ＜通信関連／中小＞ 

○辞退防止を重点的に行うため、選考プロセスも含めて見直ししています。         ＜電子・電機／大手＞ 

○母数を増やすのは現実的ではないと考えているので、承諾率アップを図る方針。  ＜自動車・輸送用機器／中堅＞ 

○就活早期化により、志望度が低いまま選考へ進む学生が増えていることや、選考移行率が低いことが課題。 

＜建設・住宅・不動産／大手＞ 

○求人サイトだけでは母集団形成は厳しくなっており、学校との関係強化が重要になってきている。 

＜情報処理・ソフトウエア／中小＞ 

○初任給、年間休日、福利厚生、すべてにおいてどうしても劣ってしまうため、会社の雰囲気や年齢層等、なるべ

く会社説明会で来社して、肌で感じてもらうことにより重点をおきたい。      ＜印刷・パッケージ／中小＞ 

 

【Voice2】――採用活動の見通し（「厳しくなる」と見る理由） 

○理系の学生を狙っていきたいが、年々母集団の形成が難しく感じる。               ＜自動車・輸送用機器／大手＞ 

○学生の数が減少していることに加えて、大手の採用人数増加や雇用条件の優遇により、非常に厳しくなると予

想している。                             ＜情報・インターネットサービス／中堅＞ 

○プレ期にもかかわらず、既に他社の内定を持っている学生が非常に多いため、人数確保が厳しくなると予想し

ます。                                                                    ＜情報処理・ソフトウエア／中堅＞ 

○今の段階では好調だが、第一志望ではない学生が多い印象。内定辞退も多そう。     ＜自動車・輸送用機器／中小＞ 

69.6

62.8

54.3

40.8

29.9

28.1

36.0

43.3

56.5

65.3

2.3

1.2

2.4

2.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プレ期の活動を増やす

採用広報を強化する

WEB上の露出を増やす

採用対象校を拡大する

採用活動地域を拡大する

採用活動の方向性

Ａに近い どちらでもない Ｂに近い

減らす

縮小する

減らす

【Ａ】 【Ｂ】

縮小する

縮小する
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７．採用活動の開始予定時期 

「3月採用広報解禁、6月選考解禁」という現行の日程ルールは 2026 年卒採用でちょうど 10 年

目を迎える。ここ 10 年でルールはすっかり形骸化し、今年は一層の早期化が予想される。 

まず面接の時期を見ると、前年よりも早い時期を回答する企業が大きく増えた。「10 月以前」か

ら「12 月」を足し合わせると 27.9％となり、前年実績（17.4％）を 10 ポイント以上、上回る。

「1月」までを合わせると 4割を超え（計 40.9％）、調査時点で多くの企業が面接をスタートして

いたことがわかった。2月以降で最も多いのは 3月上旬（9.0％）で、3月中旬（8.1％）の順。 

企業規模が大きいほど早い傾向が見られ、大手企業の過半数が 1 月以前にすでに開始している

と回答した（計 50.5％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内定出しの開始時期についても同様に早まる見込みだ。中心となるのは「3月」「4月」だが、それ

より前の時期の数字が軒並み前年実績を上回る。2月以前を足し合わせると39.5％となり、全体の4

割近くがいわゆる「プレ期」に内定出しを開始する（した）と回答した。3月以降で多いのは、3月

下旬（7.6％）、4月下旬（6.7％）。なお、大手ではプレ期に内定を出し始める企業が5割近くに上る

（計48.6％）。他社に先んじて内定者を確保したいと考える企業が増えている様子がうかがえる。 
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＊「12月以前」として調査
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８．インターンシップ等のプログラム実施状況 

今年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月）にインターンシップやオープン・カンパニー等のプログラム

を「実施した」と回答した企業は、約 8 割に上る（79.5％）。前年調査（76.2％）よりさらに増

加した。大手企業では、実施率が 9割を超える（92.4％）。 

実施プログラムの類型（タイプ）は、「タイプ１：オープン・カンパニー」が 8割強（87.4％）

と圧倒的に多い。前年度よりさらに増加し、今年度も短期プログラムが中心だったことがわかる

（4.5 ポイント増）。ただ、5日間以上で実施する「タイプ３－①：汎用型能力活用型インターンシ

ップ」も前年度より増加し、3割近くに上った（28.9％）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各プログラム内で実施した内容を類型別に確認すると、「タイプ１：オープン・カンパニー」は、

「講義・座学」（79.1％）が最も多く、「社員との懇談・座談会」（65.6％）の実施率も高い。「タイ

プ３－①：汎用的能力活用型インターンシップ」では、「仕事体験」（85.2％）、「職場見学」（81.2％）

の順に多い。「タイプ３－②：専門活用型インターンシップ」は、「実務」が 5 割強（55.6％）に

上る。インターンシップでは、より実践的な場を提供していることがわかる。 
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実施時期を見てみる。多いのは「8月」75.8％、「9月」67.8％で、夏季休暇中の開催が中心だ。

前年度と比較すると、8 月の伸びが最も大きい（8.1 ポイント増）。夏前から秋にかけて、ポイン

トが増加している一方、12 月以降はやや減少が見られることから、実施時期を前倒した企業が一

定数いたことが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実施した満足度を尋ね、5 年分を比較した。2020 年度は「質・量ともに満足」が 4 割近くを占

めていたが、21 年度から 22 年度にかけて大幅に減少し、今年度も 2 割台にとどまる（24.1％）。

「質・量ともに不満」の割合が増加傾向にあり、「量」に不満を感じる企業は 6 割を占める（計

60.6％）。参加者の確保に苦戦する企業が多いことがうかがえる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【Voice3】――インターンシップ等の満足状況 

○参加者が昨年の 2割程度に落ち込み、ターゲットの学部生もかなり減った。     ＜建設・住宅・不動産／大手＞ 

○地域上位校の学生をもっと呼び込みたい（現状では不足）。                ＜専門商社／中堅＞ 

○想定以上に希望者が集まった。早期に就職を意識している学生も多く、質も十分であった。 

＜機械・プラントエンジニアリング／中堅＞ 

○参加学生へのよい PR 機会となり、また学校との関係性の構築も進められたと感じている。 ＜素材・化学／中小＞ 

○理系に絞ったため、エントリー数が想定よりも減少し、満足できない内容だった。＜情報処理・ソフトウエア／中小＞ 

○ドタキャンが多くて驚きました。                                                       ＜マスコミ／中小＞ 

○早期化により、年々、質が低下しているように感じる。              ＜印刷・パッケージ／大手＞ 

○目的意識が薄い学生が多く集まった。                           ＜銀行／大手＞ 
 

24.1

24.2

24.0

34.6

38.9

36.3

36.5

37.1

26.1

22.5

15.3

14.8

17.4

21.9

25.6

24.3

24.5

21.4

17.5

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

インターンシップ等の実施満足度

質・量ともに満足 質に満足、量に不満 量に満足、質に不満 質・量ともに不満

2.7 3.5

16.9

33.6

67.7

62.3

40.5

47.4

59.5
54.4 53.4

9.7
4.2 7.1

22.2

38.8

75.8
67.8

43.6
50.7

58.7
53.8

49.9

12.5

0

20

40

60

80

2024年

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2025年

1月

2月 3月

インターンシップ等の実施時期
2023年度 2024年度

（％）



2026 年卒・新卒採用に関する企業調査－採用方針調査（2025 年 2 月調査） 

株式会社キャリタス 

 9 

課題を尋ね、従業員規模別に分析した。中小企業では「応募者が少ない」が 7 割近いのに対し

（69.1％）、大手企業では 4割台（46.4％）で、規模によって応募状況に大きな差があることがう

かがえる。3番目の「ターゲット層の応募が少ない」は、いずれの規模でも 4割前後。 

大手企業で最も多いのは「参加学生の本選考までのつなぎとめ」で半数強が選んだ（54.6％）。

接点を持った学生をいかに採用につなげるかも重要な課題の一つになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者のつなぎとめの一環として早い時期に採用選考を実施する企業も多い。前年度は、非参

加者に比べて「1カ月程度早い」が最も多かったが、今年度は 10 ポイント減少（29.8％→19.8％）。

その分、より早い開始が増加しており、参加者向けの早期選考のタイミングを早める企業が多い

ことがわかる。こうした動きが、先に見た選考時期の早期化の要因になっていると考えられる。 
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９．2025 年度のインターンシップ等実施予定 

来年度（2025年4月～2026年3月）の実施予定を尋ねたところ、「実施する」と回答した企業は76.4％。

現時点では「未定」が14.0％あるものの、実施予定企業は前年同期調査（71.5％）を上回っており、

今年度以上に過熱することも予想される。 

実施予定の類型（タイプ）は、「タイプ１：オープン・カンパニー」が 9割近くに上る（89.4％）。

「タイプ２：キャリア教育」は 23.1％。「タイプ３－①：汎用型能力活用型インターンシップ」は約

3割（29.4％）、「タイプ３－②：専門活用型インターンシップ」は 6.0％。ほとんどの項目で今年度

の実績を上回っており、実施プログラムを増やす企業もあることがうかがえる。 

実施予定時期を類型別に見ると、「タイプ３－①：汎用型能力活用型インターンシップ」は、夏季

に集中しているのに対し、「タイプ１：オープン・カンパニー」は、12月にも山があるなど、年間を

通して実施される見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Voice5】――インターンシップ等で工夫・検討したいこと 

○参加者を少しでも確保できるよう、今年度は早い段階から広報活動（主に学校訪問）を始めていきたいと考え

ています。                                     ＜素材・化学／中小＞ 

○プログラムを選べるようにして参加意欲を掻き立てる。               ＜フードサービス／大手＞ 

○今年度の参加学生のアンケートをもとに、プログラム内容を検討する。          ＜運輸・倉庫／中堅＞ 

○現場社員の参加により、社員の採用活動への意識と学生の入社意欲の向上を図る。＜情報処理・ソフトウエア／中小＞ 

○学生が参加しやすい曜日や時間帯の工夫をしたい。                  ＜ホテル・旅行／中小＞ 
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10．2025 年 3 月卒業予定者の選考終了状況 

2025 年 3 月卒者（現 4年生）の採用選考状況を確認したい。入社まで約 2カ月という時点で、採

用活動を「終了した」と回答した企業は全体の 68.4％。前年同期調査（77.0％）より 8.6 ポイン

ト低下し、7 割を切った。従業員規模が小さいほど終了率は低く、大手企業の 75.4％に対し、中

小企業では 6 割台にとどまる（65.5％）。また、業界別でも差が見られ、IT、金融は 8 割近いが

（79.5％、78.6％）、サービス業は 57.1％で、その差は 20 ポイントを超える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採用予定数に対する内定者の割合、いわゆる「充足率」の平均は 70.3％。前年調査よりやや減

少（2.1 ポイント減）。調査時点で採用選考を終了している企業に限って充足率を算出すると 79.7％

だが、終了していない企業では 50.2％にとどまる。終了状況同様、規模別や業界別による差も大き

い。 

このように、2025年卒者の採用計画未達の企業が多いことが、2026 年卒者の採用を強化する動き

につながっていると見られる。 
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11．就活セクハラ防止のための取り組み 

就職活動中の学生に対するセクハラの防止策を企業に義務付ける法改正の準備が進んでいる。

その認知度を尋ねたところ、「内容を詳しく知っている」と回答した企業は 34.6％で、「聞いたこ

とはあるが、内容はあまり知らない」が過半数に上った（56.3％）。 

現時点で就活セクハラ防止のために取り組んでいることを選択肢から選んでもらった。多いの

は「私的な連絡先の交換を禁じる」「夜間の面会禁止」など。「あてはまるものはない」は 26.9％

で、多くの企業で何らかの取り組みを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Voice7】――具体的な取り組み内容や考え 

○就活に限らずセクハラについては強く禁じており、定期的に社員教育を行うとともに、相談窓口を設置してい

る。                                 ＜情報・インターネットサービス／中堅＞ 

○オンラインでの訪問以外は、人事に一度相談するように告知している。           ＜専門商社／中堅＞ 

○OB・OG 訪問などは行っておらず、採用担当者や現場社員が就活生と接するのは面接しか機会がないため、面接

内での対応のみ方針を定めています。                                      ＜医薬品・医療関連・化粧品／中堅＞ 

○各々がコンプライアンス意識を持っているため、わざわざルールは決めていない。 ＜コンビニ・GMS ストア／大手＞ 

○一定のルール作りの必要性は感じています。経営層の理解も必要です。          ＜マスコミ／中小＞ 
 

内容を詳しく

知っている

34.6%

聞いたことはあるが、

内容はあまり知らない

56.3%

知らなかった

9.0%

＜就活セクハラ防止義務化検討の認知状況＞

法改正検討の動

きを知っている

30.3%

知らなかった

69.7%

【参考】学生の認知度

＊キャリタス就活学生モニター2025年1月調査

-

0.0

28.0

24.9

20.0

28.2

6.3

37.2

19.3

56.5

27.9

60.2

49.4

26.9

1.7

3.8

5.5

6.9

7.8

11.8

26.0

29.1

31.2

31.3

33.9

37.0

0 20 40 60

あてはまるものはない

その他

OB・OG訪問はオンラインで

就活ハラスメント研修を実施し社員を啓発

同性の社員が面会する

社内に就活ハラスメント相談窓口を設置

人事以外との面会はナシ

直接面会する時は1対1を避ける

面接や面会時にプライベートな質問は禁止

面会時の飲酒禁止

OB・OG訪問の予定などは社内で管理（共有）

夜間の面会禁止

私的な連絡先の交換（LINEなど）を禁じる

＜就活セクハラ防止策について＞

企業が取り組んでいるもの

学生から見て評価できると思うもの

（％）
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